
「 ア カ コ ッ コ 」 は 日 本 固 有 の ツ グ ミ 科 の 鳥 で 、 国 の 天 然 記 念 物 に 指 定 さ れ て い ま す 。
八 丈 島 で は 一 年 を 通 し て 見 ら れ 、 町 の 鳥 に も 選 定 さ れ て い ま す 。
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八丈島ではアカコッコのことを親しみを込めて
　　　　　　　　　　「こっこめ」とよびます。

「 秋 の 風 と 虫 の 声 」 号

１０月中旬は秋雨前線が停滞し北東の風と冷たい雨が続きました。そして下旬には暴走台風による大雨。いく
ら島の 10月は降水量が多いと言っても、秋の青空が遠のくと少し寂しくなりますね。
そして一雨ごとに秋も深まりを見せ、黄色い秋の花々が咲き始めてきています。
さて今回は、「“ならい” に乗って」「八丈島の直翅類」についてのお話です。10月は大雨のため季節調査会は

中止となりましたので調査報告はありません。

“ならい”に乗って
八丈島では “ならい” は北東の風

を意味します。島の風は 10月にな
ると南寄りから北東へと変わりま
す。その “ならい” に乗って、いろ
いろな渡りの鳥たちが島へやってく
るのです。
今年は例年になく “ならい” の日

が多く、しかも強く吹いています。
そのため、本来は島へ渡ってくる
ことが少ない鳥たちの姿を目にしま
す。しかし島に辿り着くまでに相当
に体力を消耗していまい、そのまま
息絶えてしまうこともあります。
サンカノゴイは道路上で保護し、

エサの取れる水辺に放しました。そ
の後、元気な姿を確認できたので安
心しています。
内地には多く渡来するホシハジロ

ですが、島に渡って来ることは極め
て稀です。ムナグロに混じって見ら
れたオオハシシギもビジターセン
ターでは初記録になります。
オシドリ、ヒドリガモ、カワセミ

エゾビタキなども今年は目につきや
すくなっています。
また、公園の池に 2羽のコハク

チョウが降り立ちました。しかし、
その後いろいろな場所で目撃情報
はありましたが、１羽は鴨川の潅濠
で息絶えている姿を確認しました。
やっと辿り着いた島だったのに…
島へ渡ってくることはそれほど大

変なことなんですね。



夏から秋になるとバッタやコオロギ・キリギリスなどいわゆる直翅類
の虫たちの鳴き声や姿を目にするようになってきます。そこで今回は島
の中にどんな種類の直翅類がいるか調べてみました。

八丈島の直翅類

八丈島直翅目リスト
種名 図鑑 VC 写真

コロギス科 タテスジコバネコロギス ● ● ? ●
オオハネナシコロギス ● ● ?

カマドウマ科 カマドウマ △
キリギリス科 クビキリギス ● ● ●

ホシササキリ ● ●
ササキリ ●
タイワンウマオイ ●
ハタケノウマオイ ●

ササキリモドキ科 ハチジョウコバネササキリモドキ ●
クツワムシ科 タイワンクツワムシ ● ● ●
ツユムシ科 ツユムシ ●

セスジツユムシ ●
ダイトウクダマキモドキ ○ ?
ヒメクダマキモドキ ●
サトクダマキモドキ ● ●

コオロギ科 エンマコオロギ ● ● ●
タンボコオロギ ● ● ●
クマコオロギ ●
タンボオカメコオロギ ● ●
ハラオカメコオロギ ● ●
ツヅレサセコオロギ ● ●
クチナガコオロギ ○？
コガタコオロギ ●
クマスズムシ ● ●

マツムシ科 クチキコオロギ ● ● ●
マツムシモドキ ● ●
アカマツムシモドキ ●

ヒバリモドキ科 ヤマトヒバリ ● ● ●
フタイロヒバリ ●
クサヒバリ ●
ウスグモスズ ● ●
ヒメスズ ● ●
ヤチスズ ●
マダラスズ ● ●
シバスズ ● ●

カネタタキ科 カネタタキ ● ● ●
イソカネタタキ ● ● ●
アシジマカネタタキ ● ●

ケラ科 ケラ ● ● ●
ヒシバッタ科 ハネナガヒシバッタ ● ● ●

ハラヒシバッタ ● ?
ヤセヒシバッタ ● ● ? ● ?

オンブバッタ科 オンブバッタ ● ●
バッタ科 ヤマトフキバッタ ● ● ●

ツチイナゴ ● ● ●
ハネナガイナゴ ● ● ●
ショウリョウバッタモドキ ● ●
マダラバッタ ● ●
トノサマバッタ ● ●
クルマバッタモドキ ●？
イボバッタ ● ● ●

タテスジコバネコロギス（コロギス科）
大きさ：25mm前後、樹上性
鳴き声：不明（鳴かない？）

ササキリ（キリギリス科）
大きさ：23mm前後、林縁・草の上
鳴き声：チキチキチキチキ

タイワンクツワムシ（クツワムシ科）
大きさ：75mm前後、林縁・灯火にも
鳴き声：キュルルルルー

ツユムシ（ツユムシ科）
大きさ：40mm前後、明るい草地
鳴き声：プツッ･プツッ･ツツツジィジィ

ヒメクダマキモドキ（ツユムシ科）
大きさ：40mm前後、樹上性
鳴き声：♂ ジッ･ジッ ♀ ピチピチピチ

[　● :記録有　　●？ :同定が不確定　　△ :鳴き声･目撃　　○？ :疑問　]

図鑑：バッタ･コオロギ･キリギリス大図鑑/日本直翅類学会編　直翅目分布表(7)伊豆諸島より
VC：ビジターセンターでの過去の記録・島内標本より　　写真：今回撮影できたもの



クマコオロギ（コオロギ科）
大きさ：10mm前後、湿った草地
鳴き声：チルッ・チルッ

ウスグモスズ（ヒバリモドキ科）
大きさ：7mm前後、樹上性
鳴き声：鳴かない

ケラ（ケラ科）
大きさ：30mm前後、土の中
鳴き声：ジーー

ハラオカメコオロギ（コオロギ科）
大きさ：15mm前後、草原
鳴き声：リッリッリッリッを 5～ 6回

ヤチスズ（ヒバリモドキ科）
大きさ：6mm前後、湿った場所
鳴き声：ジーー・ジーー

ヤセヒシバッタ（ヒシバッタ科）
大きさ：8mm前後、乾いた草地
鳴き声：鳴かない

クマスズムシ（コオロギ科）
大きさ：12mm前後、湿った草地
鳴き声：リューー

シバスズ（ヒバリモドキ科）
大きさ：6mm前後、草地
鳴き声：ジーーーー

ヤマトフキバッタ（バッタ科）
大きさ：30mm前後、葉の上
鳴き声：鳴かない

アカマツムシモドキ（マツムシ科）
大きさ：22mm前後、樹上性･灯火にも
鳴き声：鳴かない

カネタタキ（カネタタキ科）
大きさ：10mm前後、林縁
鳴き声：チンチンチン

ハネナガイナゴ（バッタ科）
大きさ：30mm前後、明るい草地
鳴き声：鳴かない

ヤマトヒバリ（ヒバリモドキ科）
大きさ：6mm前後、藪の中
鳴き声：リューリューリュー

アシジマカネタタキ（カネタタキ科）
大きさ：10mm前後、林縁
鳴き声：？？？

トノサマバッタ（バッタ科）
大きさ：50mm前後、背の高い草地
鳴き声：鳴かない

※ 大きさは、翅のある場合は頭から翅の先端まで。　鳴き声は、人により聞こえ方が違います。



ビデオプログラム
10：00～　八丈・海・生きものたち
11：00～　おじゃりやれ 八丈島
14：00～　おじゃりやれ 八丈島
15：00～　おじゃりやれ 八丈島
16：00～　八丈・海・生きものたち
上記以外での上映は予約にて可能です

東京都八丈ビジターセンター　　2007.11.1　第 78 号

開館時間　9：00 ～ 16：45　年中無休（入場無料）
〒 100-1401
東京都八丈島八丈町大賀郷２８４３
電話：04996-2-4811　Fax：04996-2-4888

（ホームページでは「こっこめ通信」をカラーで見ることができます）

イベントプログラム
東京都文化財ウィーク特別行事
「北限のヘゴを訪ねて･シダ植物観察会」

国立科学博物館名誉研究員の 近田 文弘さんを講師にお招きして開催いたします。
11／ 4　（9：30～　約 6時間）　中学生以上　　
ビジターセンター集合・解散　参加費：500円（保険・交通費）　定員：20名

植物公園季節調査会
植物公園内で動植物の調査をしながら季節の変化を一緒に感じましょう！
11／ 11　（13：30～　約 1時間半）　中学生以上　
ビジターセンター集合・解散　無料　定員：15名

八丈学講座
「石碑を読もう」

毎月行っている八丈学講座。今月は、 西山卜神居記の碑などの石碑を読み解きます。
11／ 24　（13：30～　約 1時間半）　中学生以上　　
ビジターセンター集合・解散　無料　定員：15名

キリギリスやコオロギの仲間は声はすれども姿は見えず！。バッタの仲間は見つけることができても近寄れず！。今回の直翅目は調べる
のにとても苦労しました。時期が過ぎてしまったものもあり、続きは来年に持ち越しです。（高）編集後記
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  植物公園
　季節調査会

この色の日は
特別行事があります

 八丈学講座

「石碑を読もう」

 東京都文化財ウィーク
「北限のヘゴを訪ねて
・シダ植物観察会」

日 月 火 水 木 金 土

2007 八丈ビジターセンター
プログラムカレンダー

日付の下に書かれている時刻は、八丈島（神湊）の潮の満ち引きの時刻です。
左側が満潮時刻、右側が干潮時刻です。また日付の横は月の満ち欠けです。
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05：38　11：02
16：30　23：14

10：47　03：00
20：25　16：02

05：11　10：30
15：53　22：49

05：03　10：31
16：06　22：46

09：41　02：08
19：23　14：31

04：18　09：45
15：18　22：07

04：26　09：58
15：42　22：18

08：47　01：25
18：44　13：37

03：20　08：56
14：44　21：26

03：45　09：22
15：19　21：52

13：36　05：25
19：56

08：02　00：49
18：13　13：00

02：12　07：59
14：10　20：45

02：59　08：42
14：56　21：27

12：40　04：02
21：10　18：10

07：24　00：15
17：46　12：29

00：40　06：50
13：34　20：03

07：42　00：16
17：46　12：31

08：29　01：00
18：28　13：13

29 

09：14　01：45
19：11　14：01

30 

09：59　02：31
20：03　15：03

01：57　07：54
14：33　21：01

11：08　02：54
19：42　14：58

06：48　12：00
17：20

05：28
12：51　19：13

06：53　11：52
17：07

00：16　06：49
14：08　20：32

06：13　11：32
16：55　23：44

11：56　04：07
22：26　17：57

06：03　11：12
16：29　23：32

小雪

立冬


